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InDesignのバージョンについて
ページレイアウトソフトのスタンダードであるAdobe InDesign。

発売から18年が経過し現在の最新バージョンはCC2015（Ver.11.0）となっています。
各バージョンの特徴やバージョンアップ時のトラブルなどをご紹介します。

す。また、上位バージョンで新たに追加された機能が
影響してレイアウトが崩れるなど、バージョンを変更
することで出力結果が異なることがあります。こういっ
た理由から、InDesignは上位バージョンでのデータの
読み込みは保証されていますが、出力結果が同一であ
ることは保証されていません。これは下位互換につい
ても同様です。

■バージョンを上げることによるトラブル
　InDesignのバージョンを上げる場合に、CS4以前か
らCS5以降へのバージョンアップがいちばん危険を伴
います。これはCS5に採用された新機能などが影響し
ています。そのうち特徴的な2点を紹介します。
①角Rオブジェクトの設定の変化

■InDesignのバージョン
　1998年にVer.1.0が発売されてから18年が経ちまし
た。現在の最新のバージョンはCC（Creative Cloud
の略）2015と呼ばれていて、Ver.11となっています。
先行のQuarkXPressやPageMakerと同様、紙媒体の
ページレイアウトソフトとして開発、改良が進められ
てきましたが、タブレットやスマートフォンの普及に
より、最近では音声や動画を含めたデジタルコンテン
ツ制作ツールとしての側面も持っています。

■各バージョンの互換性
　InDesignは本体がバージョンアップされるたびに、
日本語組版エンジンも改良されています。そのため、
同じ文章であっても文字の流れが変わることがありま

InDesignの各バージョンの特徴
名称 バージョン名 対応OS 特徴

InDesign Ver.1.0 Ver.1.0 OS9／Win98〜XP QuarkXPressやPageMakerと比べ、強力な文字組機能を売りに発売
された。IllustratorやPhotoshopとの親和性も高い。MacではOS9環
境だったため、動作が不安定な面があり大きく普及するには至らな
かった。InDesign Ver.2.0 Ver.2.0 OS9／Win98〜XP

InDesign CS Ver.3.0 OSX／Win2000以上 OSXとオープンタイプフォントに完全対応したバージョン。徐々に
普及の兆しを見せる。

InDesign CS2 Ver.4.0 OSX／Win2000〜XP SING外字ソリューション（外字作成機能）が搭載される。このころ
から普及期に入る。

InDesign CS3 Ver.5.0 OSX／Win2000〜XP このバージョンより一気にシェアを伸ばし本格的に普及し始める。
QuarkXPressを抜きDTPレイアウトソフトのスタンダードとなる。

InDesign CS4 Ver.6.0 OSX／WinXP〜Vista ライブプリフライトや正規表現スタイルなど、レイアウトソフトと
して次々と機能強化を図る。

InDesign CS5 Ver.7.0 OSX／WinXP〜7 紙媒体のレイアウトソフトとしては成熟期に入る。角Rの仕様が変
更されたため、以前のバージョンから上げると不具合が発生する。

InDesign CS5.5 Ver.7.6 OSX／WinXP〜7 主にEPUB書き出し機能が強化されたバージョン。

InDesign CS6 Ver.8.0 OSX／WinXP〜7 代替レイアウト機能など、デジタルコンテンツ作成用の機能が強化
される。

InDesign CC Ver.9.0 OSX／Win7〜8.1 64bit対応となったのが大きな変更点。高速な動作が期待できる。機
能面ではQRコード作成機能など微細な変更にとどまる。

InDesign CC2014 Ver.10.0 OSX／Win7〜8.1 表組機能や脚注機能の強化など、組版的な機能強化が図られる。また、
固定レイアウトのEPUB書き出しにも対応。

InDesign CC2015 Ver.11.0 OSX／Win7〜10 全面的にUIが変更される。また、システムのGPUを利用してパフォ
ーマンスを向上させる「GPUパフォーマンス」機能が追加される。
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ジョンをお勧めします。CS4以前で作成してしまうと、
改訂時などにバージョンを上げようとする際、前述し
たトラブルが付きまとってしまいます。CS5以降であ
れば、紙媒体制作の機能としてはほぼ完成の域に入っ
ておりトラブルも少なく安定しています。さらに、将
来の電子化を見据えるのであれば、デジタルコンテン
ツ向けの機能が充実したCS6以降が良いでしょう。
EPUB3.0への書き出しやAdobe DPSでのコンテンツ
制作向けの機能がフル活用できます。
　今後PCのOSがバージョンアップするについて、古
いバージョンのInDesignが段階的に使用できなくなる
のは間違いありません。当社では、Ver.1.0以外すべ
てのバージョンに対応可能ですが、データという資産
をより長く、効果的に活用するために、CS5以降での
制作をお勧めしております。

　CS5より角丸の設定の仕様が変わり、角を個別に設
定ができるようになりました。これが原因となり、
CS4以前のデータをCS5以降で開くと角Rの設定値に
不具合が生じることがあります（図①）。
②異体字属性の伝染
　CS4以前のデータからCS5にバージョンアップする
際に一部の文字が化けてしまうことがあります。これ
は「異体字属性の伝染」と言われるInDesignのバグに
よるものです（図②）。このバグについては、チェッ
ク用のツールが開発されています。当社では、CS5へ
のバージョンアップの際には必ずこのツールを用いて
チェックすることをルール化しています。

■今後のバージョン選択
　これからデータ作成するのであれば、CS5以降のバー

図① 角丸オブジェクトの設定の変化

図② 異体字属性の伝染
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　InDesignCS5から、角オプションの仕様が変わり、角ごとに個別に数値を設定できるよう
になりました。その弊害として、CS4以前のファイルをCS5で開くと、角オプションを使用
している箇所が崩れる場合があります。
　可能性があるのは、4つの角以外にポイントが追加されたオブジェクトです。

InDesignCS5の
角オプションについて

CS1〜4 CS5

対応策
　CS5に上げる前に、［オブジェクト］→［パス］→［パスを開く］でパス化しておきます。
そうすれば、角オプションの設定は無効になるので、CS5で開いた時に崩れなくなります。

　既にCS5に上げてしまっているファイルの場合、単純な長方形の角Rなら［オブジェクト］
→［シェイプを変換］→［角丸長方形］で直すことができますが、ポイントを追加して変形
しているものは、残念ながら作り直すしかありません。［検索・置換］で角オプション使用
のボックスを検索で探し出し、漏れなく修正しましょう。

◀角Rが設定されているCS1〜4のデータで
オブジェクトに余分なアンカーポイントが
追加されていると、CS5で開いた際に不自
然な形状になってしまいます。
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　InDesignCS5以前からCS5にバージョンアップする際に一部の文字が化け
てしまうことがあります。これは「異字体属性の伝染」と言われるInDesign
のバグによるもので、特定の異字体属性の付いた文字の前後に書式スタイル
の無い文字をペーストすると、その文字にも同じ異字体属性が付いてしまう
ものです。
　CS2～4では表面上この異字体属性が影響することはありませんが、CS5
では異字体の表示法の仕様が違うため、CS5に上げた際に字形が変わってし
まう場合があります。

　この異字体属性のバグによる文字化けを防ぐために、InDesignCS5以前か
らCS5以上に上げた時に、必ず専用アプリによる異字体バグのチェックを行
うこととします。次ページよりその手順を解説します。

InDesignバージョンアップ時の
異字体属性バグによる文字化けの回避
対象商品 InDesignCS5以前からCS5以降のバージ
ョンアップする必要のある商品
概　要 専用アプリによる異字体バグ検出
対象者 組版オペレータ
対象アプリ InDesignCS5以下→5以上

InDesignCS5以前から5以上に上げる際の
異字体バグチェック方法
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◀CS1〜4で は
正常に表示され
て い た 文 字 が
CS5で開くと文
字化けしてしま
います。これは
InDesignのバグ
であり、専用の
ツールを使用し
たチェックが不
可欠です。

以降


